
























近年の学校制服は 「標準服」と呼ばれ,学 校が着用を強制 しない方針を採用 したり,シ ャツ,
スカー ト,ズボンやネクタイなどにバ リエーションをもたせ,各生徒に選択の幅を用意したり
する傾向が主流 となってきている。また一方で,制 服風私服が流行 となった 「なんちゃって制
服」なる現象 もみられ,制服は所属する学校の表示に加えて 「自分を演出す るファッション」1
という意味合いを帯びてきた。この昨今の制服の多様性,積 極的な着用行動や肯定的な評価は,
1960年代後半から1970年代初頭にかけて起こった学園紛争の時代 とは対照的である。学園紛
争の頃には多 くの学校で専 ら詰襟学生服 ・セーラー服が着用され,学校が規定するこれらの制




に至っては,も はや 「学校」対 「生徒」という図式では捉えられず,学 校制服の定義や存在意
義に揺さぶ りをかける事態となっている。 このように大きく様変わ りする学校制服 とは一体何
なのか,こ れが本研究に取 り組む問題意識である。
制服 という言葉は,広辞苑によれば 「ある集団に属する人(生 徒 ・警察官など)が着るよう
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に定められた服装」2と定義 される。すなわち,制服とは 「ある集団」の何者かが定め,「属す
る人」は定められるという関係性によって成り立つ。 この定義か ら出発すると,学校制服 とは




れ,一 つの文化として制服が形成 されてきた側面があるはずである。 したがって本研究は学校













を成立 させ る 「学校」 と 「着用者」の関係に加えて,さ らに制服文化の形成に重要な役割をも
つと思われる 「生産者」の視点を加えて考察を行なう。制服の生産者及び生産過程については,
先行研究ではあまり注 目されてこなかったが,明治期から昭和戦前期は和服か ら洋服へ,さ ら
には家庭裁縫から既製服へと衣生活が大きな変化を迎える時期にあたり,制服の着用は洋服の
製作 ・入手 ・着用という新たな文化の受容の側面を捉える上で重要な視点である。
以下,本 稿では学校制服を論 じるための枠組みとして,学校 ・着用者 ・生産者の三つの視点
を提示 し(学校制服総論),次に男子(帝 国大学),女子(高 等女学校),小学生の具体的な事









本で最初とされるのは,佐 藤秀夫が指摘す るように 「すべて私費により調達された制服の全生
徒への一律強制事例」llという点においてである。佐藤によれば,学 習院以前に学校において






明治19(1886)年には帝国大学 において 自費支弁による制服が制定され,こ れ以降学校制












うに受容 し実践 したか,こ の二つの課題について資料に基づきながら検証してい く必要がある
と思われる。




















も公立 ・私立あるいは各学校長によって方針は様 々であり,学校=文 部省 ・国家という図式は
必ず しも当てはまらないことに留意する必要がある。
② 着用者
二つ目は実際に制服を着用 した着用者の視点である。着用者 といっても,性別,教 育機関,
地域,時 代によって千差万別である。 この多種多様な着用者が制服規定をどのように受容 し実










生産は,制 服の着用規定のない小学校 にまで普及を促 し,制服着用を慣習化 させたと思われる。
また,生 産者 は単に制服を生産 しただけではなく,積極的に制服の制定や文化形成に関与 し














学校制服の実践を歴史的に振 り返 るにあたり,本稿では学校沿革史を主な資料 として取 り上
げる。学校沿革史は先行研究でも取 り上げられてきた資料の一つであり,服装規定,制 服制定








企業の社史,制 服関連組合の沿革史,統 計資料,生 産地の郷土資料等を参照する。
3.学校制服各論




について詳 しく取 り上げ,男子 と小学生については資料の紹介と簡単な考察 とする。
3-1帝 国大学






























子の教育制度の整備は男子 と比べると遅 く,学校数や規模 も小さいものであった。 しかし代わ
りに私立の裁縫女学校や ミッション系の女学校などが併存 していた。
・制服の形態と製作の変遷





け当時の女学生の袴に対す る憧れは強 く,学校に許可な く無断で着用 して登校 したり,校長に




持つて来た袴 と代へて,終 業時になると,又帯に代へて,袴 を持つて帰るのである。生徒
に何故かと問うて見ると女学校は袴の定あであるが,途 中常盤町や 「ドンドビ」辺で通行
人等が指 ざしして,あ ら豆うりが,通 る,尼 さんの腰衣をはいて居る,と笑はれるがいや
さに,不便ながらもか く,持ちあるくのである,と 答えた㌔
この回想からは,袴 を着用 し始めた頃,学校の規定により袴を着用 しなければならないもの
の,周 囲からの好奇の視線と揶揄に悩まされながら,学校までは着物に帯で通学 し,学校に着
いてから袴に着替えた当時の女学生の葛藤が窺える。 しかし,回想の続きには 「こんな事は半





















とにかく,はずか しくて,登 下校のときは誰にも逢わなければよいと思った。特 に中学










という過程が存在 した。この上級生による製作 は女子に特有のものであり,佐藤秀夫は 「制服
着用に伴 う保護者の経費負担軽減化とともに,七級生 と下級生 との間の恩愛関係の形成という
生徒管理上の効果 も期 した措置であった」23と指摘する。上級生による制服製作は,上級生 に






お話の初つたのが十五 日であつた。それから人選をして,寸 法を計つて,型 紙を裁ち,
いよいよ縫ひ初めたのは既 に廿日にもなつてゐた。(中略)朝 早 く来てやる人 もある。お
昼休みに頑張る人 もある。放課後は誰で も六時前には帰らなかつた。 日曜,祭 日はわけて
もの書入れ時であつた。(中略)総 ては分業で行つた。裁つ人,縫 ふ人,ア イロンをかけ









次に制服を製作 して もらった新入生の文章を取 り上げる。
今か今かと待ってゐた夏服 も五月三十一 日に先生から戴きま した。(中略)私 は虎の子
のやうに大事に抱へて,持 って帰 って家で着て見 ると,体によく合ひスタイル も全 く立派
です。見てゐた父 もす っか り感心 して 「その服は誰が拵へて下さったのだ」 と云はれます。
「Nさんですよ」 と答へると父は 「それは本当に綺麗に縫えてゐる」 と大層お褒めにな り
ました。(中略)今 日は独 りいくのは間がわるいから,と思 って同級の藤川さんを誘って
学校へ行 きました。新 しい洋服を着たお友達 は昨日と見違へる程可愛い姿になって,嬉 し
そうに皆ニコニコして居 られます25。(昭和九年度卒)
以上の文章 には制服を作 って もらって初めて着用する時の喜びや恥 じらいといった感情が表
現され,新 入生は入学 して夏服が出来上がるまでは,和服に袴姿で通学 していたことが窺える。






















級生から与えられ,ま た下級生へ与えるという関係性を生み出し,連帯感 アイデ ンティティ,
校風や伝統といったものを創 り出す役割を担ったと考えられる。
以上,高 等女学校における制服の形態 ・製作の変遷 と上級生による制服製作の具体的な事例
をみた。高等女学生は当時の一般女性に先んじて洋服を着用 した存在であった。洋服が浸透 し
ていない状況のなかで,洋服の制服を仕立て着用す ることは試行錯誤の連続であったと思われ
る。上級生 による制服の製作は,そのような困難な状況のなかで,制 服を普及 させる有効な手
段 として実践され,しか も単に制服調達手段 としてだけでな く,製作者の裁縫技術の習得を兼






一定の服装が規定されることはなかっだ9。戦前までの小学生の衣生活を調査 した松 田歌子 ら
は各地の小学校の卒業写真に注目し,大正末か ら昭和前期にかけて写真に写る児童の服装が急






国の8割 を占める生産を行なったことが記 されており31,実際に学生服が含まれる 「洋服及外
套類」の 『工場統計表』の生産額は昭和6年 か ら大阪を抜き全国一位 となっている3?。同様に























































定をつ くった学校,制 服を自費支弁 して着用 した着用者,制 服の制度 と着用を実現させるモノ
としての制服をつ くる生産者に注 目することによって,制 服の定義にある 「定める人一学校」










入れなが ら,よ り多 くの事例を検討 し,学 校制服 がいかなる意味づ けや価値 を付与 されてきた
か,制 服 の文化 としての諸相を描き出す ことを試 みたい。
※本稿 は,意 匠学 会第48回大会(2006年11月19日,杉野服 飾大 学)で 行 な った 口頭発表 を も
とに加筆修正 した もので ある。
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